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発行日　2013 年 8 月 20 日（隔月 20 日発行）　通巻 304 号　

Ｎｏ.304
September-October 2013

国境が引かれ、対立と不信が残された後で

写真上：2009 年、JVC が活動地としていた南コルドファン州村落部で会った農家の男性。ヤギたちに水を飲ませていた。

写真下：2013 年、カドグリ周辺に避難してきた避難民に生活物資を支援。 

特集

日本国際ボランティアセンター　会報誌

トライアル・アンド・エラー（試行錯誤）

南スーダンの分離独立から２年
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分
た
ち
の
国
」
を
得
た
瞬
間
で
あ

る
。
め
で
た
い
に
は
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
ス
ー
ダ

ン
に
は
、
一
地
方
の
分
離
独
立
で
は

な
く
、
別
の
選
択
も
あ
り
え
た
。
旧

来
の
ス
ー
ダ
ン
の
領
土
を
維
持
し
た

ま
ま
、
広
大
な
国
土
の
多
様
な
人
々

を
ま
と
め
あ
げ
、
南
部
を
始
め
と
す

る
地
方
と
首
都
の
格
差
解
消
に
努

め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
権
利
を
享
受
す
る

国
民
国
家
と
し
て
再
出
発
す
る
、
と

い
う
選
択
も
あ
り
え
た
の
だ
。

南
ス
ー
ダ
ン
独
立
の
日
は
、
そ

の
選
択
肢
を
ス
ー
ダ
ン
自
身
が
反
故

に
し
、
五
十
五
年
に
お
よ
ぶ
国
の
歴

史
に
終
止
符
を
打
っ
た
日
で
も
あ
っ

た
。

■
ス
ー
ダ
ン
の
歴
史
と
構
造
　

　
―
植
民
地
的
支
配
体
制
と
　

　     

資
源
の
駆
け
引
き
の
場
―

消
え
た
ス
ー
ダ
ン
は
ど
の
よ
う

な
国
家
だ
っ
た
か
。
こ
の
国
の
歴
史

と
構
造
を
大
ま
か
に
ま
と
め
て
言
う

と
、
ひ
と
つ
に
は
、
十
九
世
紀
以
降

の
、
英
仏
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
で
の
覇

権
争
い
の
結
果
と
し
て
成
立
し
、
英

国
と
エ
ジ
プ
ト
の
統
治
に
よ
り
国
家

構
造
の
基
礎
が
築
か
れ
、
独
立
後
も

軍
・
警
察
に
よ
る
強
権
的
な
管
理
体

制
が
温
存
さ
れ
、
政
治
経
済
の
シ
ス

テ
ム
が
再
生
産
さ
れ
続
け
る
、
グ
ロ

テ
ス
ク
な
植
民
地
国
家
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
地
政
学
的
に
も

資
源
に
お
い
て
も
常
に
諸
外
国
の
関

心
を
惹ひ

き
、
世
界
的
な
資
源
戦
略
の

駆
け
引
き
の
舞
台
で
あ
り
続
け
た
点

で
あ
る
。
特
に
冷
戦
以
降
米
国
の
ア

フ
リ
カ
戦
略
を
ハ
ル
ツ
ー
ム
政
権
中

枢
が
利
用
し
続
け
、
国
内
で
は
、
資

源
を
か
か
え
る
地
方
が
中
央
の
経
済

発
展
を
支
え
続
け
る
と
い
う
関
係
も

維
持
さ
れ
た
。

「
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
」
と
し
て
出

発
し
た
国
の
新
政
権
は
、
封
建
的
富

裕
層
出
身
の
ム
ス
リ
ム
エ
リ
ー
ト
で

占
め
ら
れ
、
英
国
・
エ
ジ
プ
ト
植
民

地
支
配
の
行
政
手
法
を
踏
襲
し
た
。

つ
ま
り
、
独
立
後
も
ま
た
、
軍
事
面

で
も
行
政
面
で
も
強
権
的
な
手
法
で

中
心
（
搾
取
す
る
首
都
）
と
周
縁
（
収
奪

さ
れ
る
地
方
）
と
い
う
植
民
地
的
片
務

関
係
の
構
造
が
固
定
化
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
行
政
シ
ス
テ

ム
、
警
察
機
構
、
産
業
構
造
と
い
っ

た
様
々
な
面
で
、
現
在
も
南
北
ス
ー

ダ
ン
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

■
周
縁
化
さ
れ
た
地
域
＝
南
コ

　
ル
ド
フ
ァ
ン
州

旧
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
政
治
的
経
済

的
に
周
縁
化
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
国

家
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
か
ら
疎
外

さ
れ
、
劣れ

つ

い位
に
置
か
れ
続
け
て
き
た

地
域
に
は
、
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
と

青
ナ
イ
ル
州
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
う
ち
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州

は
、
ヌ
バ
と
呼
ば
れ
る
山
地
を
本
拠

と
す
る
同
名
の
民
族
グ
ル
ー
プ
が
、

古
来
よ
り
独
特
の
文
化
世
界
を
築
い

て
い
た
。
生
活
言
語
は
ヌ
バ
独
特
の

言
語
で
あ
り
、
儀
礼
や
伝
統
的
な
統

治
シ
ス
テ
ム
も
他
地
域
の
文
化
と
は

異
な
る
伝
統
を
保
つ
民
族
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。

ヌ
バ
は
古
く
か
ら
奴
隷
狩
り
の
対

象
と
さ
れ
、
五
六
年
の
独
立
後
も
、

国
政
で
の
発
言
権
が
ほ
と
ん
ど
得
ら

れ
な
い
、
道
路
や
橋
、
診
療
所
と

特集

スーダン共和国から独立する形で南スーダン共和国が誕生したのが 2011 年。

しかし 2 年後の今も両国国境付近での争いはいまだ収まっていない。2006 年

からスーダン現地に入り、活動のかたわら南部独立の過程もつぶさに見てき

た JVC も、紛争の影響を受けて活動を中断せざるを得なかった。そうした経

験をふまえて、スーダンの「今」をお届けする。（編集部）

■
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
消
滅

「
ア
フ
リ
カ
で
最
も
広
い
国
土
を

も
ち
、
日
本
の
約
七
倍
の
面
積
を
有

す
る
国
で
あ
り
、
じ
つ
に
八
ヵ
国
と

紅
海
に
囲い

に
ょ
う繞
さ
れ
て
い
ま
す
…
」

が
、
か
つ
て
の
ス
ー
ダ
ン
を
語
る
際

の
マ
ク
ラ
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
住
民

投
票
の
結
果
と
し
て
二
〇
一
一
年
一

月
に
南
部
自
治
領
が
分
離
独
立
を
選

ん
で
か
ら
と
い
う
も
の
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
五
六
年
建

国
に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
ス
ー
ダ
ン
共

和
国
」
は
世
界
地
図
か
ら
消
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

住

民

投

票

か

ら

半

年

後

の

二
〇
一
一
年
七
月
九
日
、
ア
フ
リ
カ

で
五
十
四
番
目
の
国
家
「
南
ス
ー
ダ

ン
共
和
国
」
が
樹
立
、
国
際
連
合

百
五
十
三
番
目
の
加
盟
国
と
も
な
っ

た
。
日
本
の
報
道
で
も
、
独
立
式
典

に
沸
く
首
都
ジ
ュ
バ
の
様
子
が
慶
事

と
し
て
報
道
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
南

部
出
身
者
に
と
っ
て
は
、
五
十
年
以

上
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
の
中
央
政
府
に

虐
げ
ら
れ
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

苦
難
と
犠
牲
を
は
ら
っ
た
上
に
「
自

南スーダンの分離独立から２年

ス
ー
ダ
ン
事
業
担
当
　
佐
伯 

美
苗

国境が引かれ、対立と不信が残された後で

南
ス
ー
ダ
ン
の
分
離
独
立
、
そ
の
背
景
と
展
望
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■スーダン 略年表

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
ず
、

産
業
開
発
が
す
す
め
ら
れ
な
い
、
と

い
っ
た
中
央
に
よ
る
地
方
差
別
、
言

論
・
集
会
・
結
社
の
自
由
の
制
約
、

さ
ら
に
は
進
学
や
就
職
に
際
し
て
の

民
族
差
別
が
構
造
的
に
温
存
さ
れ
て

き
た
。

こ
う
し
た
ハ
ル
ツ
ー
ム
政
権
の
植

民
地
支
配
体
質
に
抗

あ
ら
が

っ
て
、
八
〇
年

代
前
半
か
ら
、
反
政
府
的
な
動
き
の

活
発
で
あ
っ
た
ヌ
バ
の
一
部
が
、
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
に
共
鳴
し
、「
ヌ
バ
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
」
と
し
て
と
も
に
南
北

内
戦
に
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。
九
〇

年
代
に
は
、
北
部
ス
ー
ダ
ン
諸
地
方

の
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
勢
力
が
Ｓ
Ｐ
Ｌ

Ｍ
／
Ａ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
新

た
な
ス
ー
ダ
ン
（N

ew
 Sudan
）
」
を

旗
印
と
し
て
、
政
権
へ
の
対
決
姿
勢

を
強
め
た
。

「
新
た
な
ス
ー
ダ
ン
」
と
は
、
地

方
間
の
格
差
解
消
、
民
族
の
平
等
、

議
会
政
治
の
浸
透
と
い
っ
た
構
造
変

革
の
理
念
を
含
み
、
ス
ー
ダ
ン
と
い

う
国
家
の
活
路
を
描
い
て
い
た
。
そ

の
理
想
を
ヌ
バ
や
他
の
北
部
の
諸
勢

力
は
歓
迎
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
に
同

調
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
〇
五
年
ま
で
続
い

た
ス
ー
ダ
ン
内
戦
は
、
日
本
の
報
道

で
は
「
南
北
対
立
」
や
「
ア
ラ
ブ
系

に
苛い

じ

め
ら
れ
る
ア
フ
リ
カ
系
黒
人
の

解
放
戦
線
」
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た

構
図
で
語
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
ハ
ル

ツ
ー
ム
政
権
に
よ
る
植
民
地
経
営
的

な
抑
圧
や
格
差
に
対
す
る
、
必
死
の

抵
抗
と
国
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
代

案
提
起
で
あ
っ
た
。

そ
の
代
案
で
あ
る
「
新
た
な
ス
ー

ダ
ン
」
を
埋
め
込
ん
だ
〇
五
年
和
平

合
意
を
、
ヌ
バ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
も
歓

迎
し
て
終
戦
を
迎
え
、
ヌ
バ
山
地
に

も
安
堵
と
復
興
の
機
運
が
お
と
ず
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
が
初
め
て
南
コ
ル
ド

フ
ァ
ン
を
訪
れ
た
の
は
、
住
民
が
生

活
再
建
に
う
ち
こ
む
〇
九
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
南
部
地
方
は
〇
五
年

以
降
、
米
国
等
の
強
力
な
後
押
し
を

得
て
「
一
人
勝
ち
」
に
は
し
り
、
前

述
の
と
お
り
二
〇
一
一
年
に
は
と
う

と
う
分
離
独
立
に
至
っ
た
。「
新
た

な
ス
ー
ダ
ン
」
に
共
鳴
し
た
ヌ
バ
Ｓ

Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
も
、
ま
た
東
部
地
方
や

ダ
ル
フ
ー
ル
と
い
っ
た
、
北
部
ス
ー

ダ
ン
の
諸
政
治
勢
力
も
、
ば
っ
さ
り

切
り
捨
て
ら
れ
た
格
好
で
あ
る
。

〇
五
年
か
ら
一
一
年
ま
で
に
南
コ

ル
ド
フ
ァ
ン
と
青
ナ
イ
ル
の
二
州
で

は
、
州
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
民
意

を
問
う
プ
ロ
セ
ス
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
十
分

に
住
民
の
声
を
反
映
し
た
結
果
と
な

ら
ず
、
差
別
的
な
構
造
が
解
消
さ
れ

る
見
込
み
も
な
く
な
り
、
両
州
の
住

民
は
大
き
な
失
望
と
不
満
を
味
わ
っ

た
。そ

し
て
と
う
と
う
、
南
部
の
分
離

独
立
前
夜
と
も
言
う
べ
き
二
〇
一
一

年
六
月
、
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
内

の
、
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
／
Ａ
ー
Ｎ
と
政
府
軍

に
よ
る
大
規
模
な
武
力
衝
突
が
勃

発
、
次
い
で
青
ナ
イ
ル
州
も
内
戦
に

突
入
し
た
。
両
州
の
戦
闘
は
瞬
く
間

に
州
内
各
地
に
ひ
ろ
が
り
、
中
央
政

府
は
反
政
府
勢
力
を
南
ス
ー
ダ
ン
が

支
援
し
て
い
る
と
非
難
し
て
、
南
北

両
国
の
関
係
も
悪
化
の
一
途
を
辿
っ

た
。
今
や
戦
闘
は
膠こ

う
ち
ゃ
く
か

着
化
し
、
ダ
ル

フ
ー
ル
の
反
政
府
勢
力
が
合
流
し

て
、
出
口
の
見
え
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。　

■
今
後
の
ス
ー
ダ
ン
の
か
た
ち
は

「
新
た
な
ス
ー
ダ
ン
」
は
、
南
部

地
方
の
分
離
独
立
に
よ
っ
て
潰
え

た
。
そ
の
と
き
、「
新
た
な
ス
ー
ダ

ン
」
に
希
望
を
見
出
し
て
い
た
南
コ

ル
ド
フ
ァ
ン
と
青
ナ
イ
ル
で
は
、
ど

れ
だ
け
多
く
の
人
が
歎た

ん
そ
く息
し
て
天
を

仰
い
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

今
後
、
構
造
変
革
を
ハ
ル
ツ
ー
ム

が
拒
否
し
、
ス
ー
ダ
ン
を
さ
ら
な
る

分
解
に
ま
か
せ
る
の
か
、
ス
ー
ダ
ン

が
南
ス
ー
ダ
ン
に
軍
事
侵
攻
し
再
併

合
＝
旧
ス
ー
ダ
ン
の
復
活
か
、
ま
た

は
構
造
変
革
を
す
す
め
て
新
た
な
国

づ
く
り
に
努
め
、
南
ス
ー
ダ
ン
と
の

善
隣
外
交
を
模
索
す
る
か
、
あ
る
い

は
―
―
。

そ
れ
で
も
、
ス
ー
ダ
ン
が
植
民
地

以
来
の
体
質
を
再
生
産
す
る
い
ま
の

構
造
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と

は
確
か
な
こ
と
な
の
だ
。

年月 出来事

1956 年 イギリス・エジプト植民地から独立。

1955 年
～72 年

南北内戦（第 1次）。

1983 年 南北内戦（第 2 次、～2005 年）。

2005 年 ハルツーム政権と SPLM/A との間に和平合意が
締結され、内戦が終結。南部は「自治領」となる。

2011年
1月

南部自治領で住民投票、スーダンからの独立
が可決される。

2011年
7月

ジュバを首都とした「南スーダン共和国」が成
立。

※注①・SPLM/A（Sudan People's Liberation Movement / Army）： スー
ダン人民解放運動 / 軍。南部地方出身者による政治・軍事グループで
あり、現南スーダン共和国の最大与党。

※ 注 ②・SPLM/A-N（Sudan People's Liberation Movement / Army-
North）：05 年にスーダンで政党として認められた SPLM だったが、南
部の分離独立に伴い、北部スーダン内の SPLM/A を分けて「北部」を
示す N をつけて呼ぶようになった。「ヌバ SPLM/A」も SPLM/A-N に
合流している。支持基盤としては南コルドファンと青ナイルが強い。

※
注
①

※
注
②
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年月 出来事 JVC の活動

2011年 6 月 南コルドファン州での紛争勃発。 事業中断、事務所閉鎖（6 月）…①

2011年
 7月～11月

戦闘拡大、州内各地で避難民発
生。南スーダン領内への難民流
入に対応し難民キャンプ開設。

事務所再開、避難民に緊急食料支援（11
月～翌 1月）…②

2012 年
 4 月～ 6 月

反政府地域での食料難により避
難民・難民の増加。

避難民と受け入れ住民に種子と農具を支
援、農業研修（5 月～ 6 月）…③

2012 年
 8 月～12 月

戦闘は膠着状態になるが避難民
の帰還の目途は立たず。

避難民と地元農家の共同菜園づくり（12 月
～翌 5 月）…④

2013 年 4月 カドグリへの砲撃、州内各地で
再度戦闘が激化。

新たな避難民に生活物資を支援（4 月～7
月）…⑤

2013 年 7月 各地での戦闘は続く。 前年とは別地区で、避難民と受け入れ住民
に種子と農具を支援（7月）…⑥

■
地
域
か
ら
「
学
ぶ
」
平
和
構
築

　
―
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
・
　

　
　
　
　
　
　  

ヌ
バ
山
地
へ
―

二
〇
一
〇
年
、南
部
ス
ー
ダ
ン
（
当

時
）
で
の
難
民
帰
還
・
再
定
住
支
援

の
事
業
に
区
切
り
を
付
け
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ

は
、
活
動
地
を
北
部
ス
ー
ダ
ン
の
南

コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
・
ヌ
バ
山
地
へ
と

移
動
し
た
。

南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
は
地
理
的

に
は
北
部
に
属
し
な
が
ら
も
、
南
北

内
戦
中
は
、
州
中
央
部
に
広
が
る
ヌ

バ
山
地
を
拠
点
と
す
る
反
政
府
勢
力

が
南
部
と
同
盟
関
係
を
結
び
政
府
と

戦
っ
て
き
た
。
多
く
の
村
で
政
府
と

反
政
府
勢
力
と
の
主
導
権
争
い
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
対
立
は
内
戦
終
結
後

に
も
地
域
社
会
の
中
に
残
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
「
危
う
さ
」
を
抱
え
た

地
域
に
、
あ
え
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
着
目
し

た
。
地
域
開
発
を
通
じ
て
、
対
立
す

る
住
民
グ
ル
ー
プ
間
の
関
係
を
融
和

す
る
試
み
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
私

た
ち
は
そ
れ
を
「
地
域
か
ら
の
平
和

構
築
」
と
呼
ん
だ
。

し
か
し
実
際
に
活
動
を
始
め
て
み

ス
ー
ダ
ン
現
地
代
表
　
今
井 

高
樹

「
地
域
か
ら
の
平
和
構
築
」
の
可
能
性
を
信
じ
て
関
わ
り
続
け
る

る
と
、
す
で
に
こ
の
地
域
に
は
そ
こ

に
根
差
し
た
、
住
民
間
の
融
和
や
協

調
を
図
る
た
め
の
様
々
な
仕
組
み
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ａ
・
森
林
資
源
や
水
源
の
利
用

ル
ー
ル
が
周
知
さ
れ
、
一
般
に
住
民

間
抗
争
の
一
因
と
さ
れ
る
家
畜
に
よ

る
農
作
物
の
食
害
は
、
村
の
「
調
停

役
」
を
中
心
に
解
決
さ
れ
る
、
Ｂ
・

住
民
リ
ー
ダ
ー
は
選
挙
で
選
ば
れ

る
。
何
ら
か
の
対
立
が
あ
る
村
で
は

複
数
の
リ
ー
ダ
ー
が
選
ば
れ
、
そ
の

合
議
で
村
は
運
営
さ
れ
る
、
Ｃ
・
農

作
業
で
は
「
ナ
フ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ば

れ
る
協
働
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
助
け

合
い
、
祭
り
の
夜
に
は
歌
や
踊
り
で

互
い
の
絆
を
確
か
め
る
、
と
い
っ
た

こ
と
だ
。

平
和
構
築
の
看
板
を
掲
げ
た
私

た
ち
が
、
逆
に
地
域
か
ら
平
和
構
築

の
あ
り
方
を
「
学
ぶ
」
こ
と
に
な
っ

た
。
長
年
に
わ
た
る
紛
争
の
影
響
と

い
う
「
危
う
さ
」
は
あ
り
つ
つ
も
、

住
民
同
士
を
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
生

き
残
っ
て
き
た
の
だ
。
地
域
に
本
来

備
わ
っ
て
い
る
こ
う
し
た
力
を
引
き

出
し
て
い
け
ば
、
人
々
の
和
解
や
社

会
再
建
は
可
能
だ
と
確
信
し
た
。

し
か
し
そ
の
期
待
は
、
よ
り
大
き

な
政
治
の
力
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か
れ

る
こ
と
に
な
る
。

■
紛
争
の
勃
発
と
分
断
さ
れ
た

　
ヌ
バ
山
地

二
〇
一
一
年
六
月
に
勃
発
し
た
政

府
軍
と
反
政
府
勢
力
と
の
紛
争
は
瞬

く
間
に
広
が
り
、
ヌ
バ
山
地
は
両
者

が
そ
れ
ぞ
れ
掌
握
す
る
地
域
に
二
分

さ
れ
る
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
活
動
地
も
含
め
て

「
反
政
府
」
と
さ
れ
た
村
々
に
は
政

府
軍
に
よ
る
空
爆
が
繰
り
返
さ
れ
、

家
や
畑
が
焼
か
れ
た
。
私
た
ち
の
活

動
も
中
断
と
な
っ
た
（
表
中
①
）
。

戦
火
の
中
、
避
難
す
る
人
々
も

二
分
さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
、
州
都
カ

ド
グ
リ
な
ど
政
府
が
掌
握
す
る
地
域

に
逃
れ
た
人
々
。
カ
ド
グ
リ
だ
け
で

四
万
人
を
超
え
る
避
難
民
が
押
し
寄

せ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
国
境
を
越

え
て
新
た
に
独
立
し
た
南
ス
ー
ダ
ン

に
逃
れ
て
難
民
と
な
っ
た
人
々
。
そ

の
数
は
七
万
人
以
上
と
さ
れ
、
南

ス
ー
ダ
ン
側
に
は
巨
大
な
難
民
キ
ャ

ン
プ
が
開
設
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
よ
く
知
る
村
人
た
ち

も
、
政
府
側
に
、
あ
る
い
は
反
政
府
・

南
ス
ー
ダ
ン
側
へ
と
逃
れ
た
。
そ
の

選
択
は
本
人
の
意
思
に
よ
る
場
合
も

あ
っ
た
が
、切
迫
し
た
状
況
で
は
「
選

択
」
す
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
家
族

が
別
々
の
避
難
経
路
を
た
ど
り
、

ス
ー
ダ
ン
国
内
と
難
民
キ
ャ
ン
プ
と

に
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
例

も
少
な
く
な
い
。

今
や
、
政
府
が
掌
握
す
る
地
域
で

は
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
逃
れ
た
人
々
は

「
反
政
府
勢
力
＝
敵
」
と
見
な
さ
れ

る
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
昨
日
ま
で
の

隣
人
、
い
や
家
族
で
す
ら
ふ
た
つ
に

引
き
裂
か
れ
、
互
い
の
連
絡
も
断
絶

さ
れ
た
。

■
カ
ド
グ
リ
事
務
所
の
再
開
と

　
支
援
活
動
の
開
始

紛
争
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た

人
々
の
双
方
を
、
等
し
く
支
援
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
政
治
的
中
立
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
国
家
の
枠
組
み
を
無
視
し
て
活

■
南
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
で
の
紛
争
と

　

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
経
過
の
表
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動
で
き
な
い
の
も
ま
た
事
実
だ
。
政

府
の
許
可
な
く
反
政
府
地
域
に
立
ち

入
っ
た
り
国
境
を
越
え
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
現
時
点
で
は
そ
の
許

可
は
下
り
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
、

南
ス
ー
ダ
ン
に
逃
れ
た
人
々
の
動
き

を
気
に
留
め
な
が
ら
も
、
従
来
か
ら

の
拠
点
、
州
都
カ
ド
グ
リ
に
お
け
る

避
難
民
・
住
民
支
援
に
注
力
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
カ
ド
グ
リ
事

務
所
は
、
紛
争
勃
発
時
に
私
が
首
都

ハ
ル
ツ
ー
ム
へ
緊
急
退
避
し
た
ま
ま

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ス
ー

ダ
ン
政
府
は
州
内
へ
の
外
国
人
の
立

ち
入
り
を
制
限
し
て
お
り
、
私
自
身

が
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ら
ば
ど
う
す
る
か
。
ス
ー
ダ

ン
人
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
運
営
を
任
せ

れ
ば
よ
い
。
こ
う
し
て
、
カ
ド
グ
リ

事
務
所
は
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
再

開
、
す
ぐ
に
避
難
民
へ
の
緊
急
食
料

支
援
を
開
始
し
た
（
表
中
②
）
。

■
助
け
合
い
、
支
え
合
う
　
　

　     

―
避
難
民
と
地
元
住
民
―

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
中
で

は
、
食
料
配
布
な
ど
当
面
の
生
活
支

援
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

自
身
で
生
活
の
糧
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
避
難
民

の
多
く
は
市
郊
外
の
村
々
に
散
ら
ば

り
、
民
家
の
軒
先
や
空
き
地
に
草
ぶ

き
の
小
屋
を
建
て
て
生
活
を
送
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
村
で
、
地
元
の
農

家
と
一
緒
に
畑
作
り
は
で
き
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。
地
元
の
住
民
リ
ー

ダ
ー
の
ひ
と
り
、
モ
ジ
ョ
さ
ん
は
次

の
よ
う
に
言
う
。

「
二
十
年
前
の
戦
争
の
時
に
も
山

の
中
か
ら
大
勢
が
カ
ド
グ
リ
に
逃
げ

て
き
て
、
ワ
シ
ら
は
受
け
入
れ
て
き

た
。
今
回
も
問
題
は
な
い
。
土
地
は

広
い
の
だ
か
ら
、
畑
だ
っ
て
み
ん
な

で
分
け
て
使
え
ば
い
い
」

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
昨
年
五
月
、

農
地
を
分
け
合
っ
て
耕
作
を
始
め
る

地
元
の
農
家
と
避
難
民
と
に
穀
物
・

野
菜
の
種
子
と
農
具
を
支
援
し
、
農

業
研
修
を
実
施
（
表
中
③
）
。
幸
い
に

し
て
雨
に
も
恵
ま
れ
、
十
月
に
は
豊

か
な
収
穫
を
迎
え
た
。
そ
れ
は
食
生

活
を
支
え
た
だ
け
で
な
く
、
市
場
で

の
販
売
を
通
じ
て
家
庭
の
収
入
向
上

に
も
寄
与
し
た
。

地
元
住
民
と
避
難
民
と
の
「
分
か

ち
合
い
」
に
よ
る
こ
の
活
動
は
、
そ

の
後
の
乾
季
に
お
い
て
も
溜
池
灌
漑

に
よ
る
共
同
菜
園
と
い
う
形
で
継
続

す
る
こ
と
に
な
る
（
表
中
④
）
。

■
「
こ
こ
で
生
き
る
し
か
な
い
」

農
業
を
中
心
と
す
る
自
立
支
援
の

一
方
で
、
緊
急
的
な
支
援
の
必
要
性

も
続
い
て
い
る
。
昨
年
十
月
以
降
、

州
都
カ
ド
グ
リ
に
対
す
る
反
政
府
軍

の
砲
撃
が
断
続
的
に
起
き
て
い
る
。

住
宅
地
に
着
弾
し
、
市
民
の
犠
牲
者

が
後
を
絶
た
な
い
。
多
く
の
市
民
が

首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
な
ど
州
外
に
避
難

し
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
何

万
も
の
住
民
、
避
難
民
は
依
然
カ
ド

グ
リ
に
残
っ
て
い
る
。

「
こ
こ
が
安
全
で
な
い
こ
と
は
皆

わ
か
っ
て
い
る
。
だ
け
ど
、
こ
こ
で

し
か
仕
事
が
な
い
人
、
ほ
か
に
行
く

ア
テ
や
お
カ
ネ
が
な
い
人
は
、
ど
う

し
ろ
っ
て
い
う
ん
だ
？ 

今
、
町
に

残
っ
て
い
る
人
は
そ
う
い
う
人
ば
か

り
だ
」

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
を
し
て
い

る
イ
サ
さ
ん
の
言
葉
だ
。
彼
の
案
内

で
、
支
援
物
資
を
届
け
る
た
め
砲
撃

を
受
け
た
家
を
訪
れ
る
と
、
焼
け
焦

げ
た
家
財
道
具
と
瓦が

れ

き礫
の
山
の
か
た

わ
ら
で
、
残
さ
れ
た
家
族
は
黙
々
と

生
活
を
続
け
て
い
た
。

町
へ
の
砲
撃
だ
け
で
は
な
い
。

今
年
四
月
に
は
、
カ
ド
グ
リ
の
北
方

三
十
キ
ロ
付
近
で
激
し
い
地
上
戦
が

交
わ
さ
れ
、
村
を
追
わ
れ
た
約
三
千

人
の
避
難
民
が
カ
ド
グ
リ
市
内
に
流

入
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
緊
急
募
金
を
呼
び
掛

け
て
生
活
物
資
の
支
援
を
実
施
し
た

（
表
中
⑤
）
。
防
水
シ
ー
ト
や
調
理
器

具
を
受
け
取
っ
た
家
族
は
、
仮
設
の

小
屋
を
作
っ
て
当
面
の
生
活
を
始
め

て
い
る
。

■
地
域
に
関
わ
り
、
見
守
り
　

　
続
け
る

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
地
で
始
ま
っ
た
大

規
模
紛
争
。
私
た
ち
は
紛
争
前
の
地

域
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
々

が
分
断
さ
れ
た
今
の
状
況
を
多
少
な

が
ら
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
紛
争
中
の
現
在
、
人
々
の
生

活
を
見
守
り
、
支
え
な
が
ら
、
こ
の

紛
争
が
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
を

広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の

責
務
と
も
言
え
る
。

さ
ら
に
将
来
必
ず
訪
れ
る
で
あ
ろ

う
、
紛
争
後
に
人
々
が
再
び
出
会
っ

て
和
解
と
社
会
再
建
を
進
め
る
日
を

見
据
え
、
今
後
も
こ
の
地
に
関
わ
り

続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

今
年
も
雨
季
が
始
ま
っ
た
。
活
動

地
を
訪
問
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
、
畑
仕

事
を
し
て
い
た
ア
ラ
ウ
ィ
ヤ
さ
ん
が

手
を
振
っ
て
呼
び
止
め
た
。「
こ
っ

ち
に
来
て
、
私
の
畑
を
見
て
よ
」

ア
ラ
ウ
ィ
ヤ
さ
ん
は
こ
の
四
月
の

戦
闘
で
村
を
追
わ
れ
た
避
難
民
だ
。

子
ど
も
は
六
人
も
い
る
。
カ
ド
グ
リ

に
逃
れ
、
私
た
ち
か
ら
農
具
と
種
子

の
支
援
を
受
け
た
（
表
中
⑥
）
。

「
ほ
ら
、
こ
こ
が
畑
よ
。
村
の
リ
ー

ダ
ー
が
『
こ
こ
を
使
い
な
さ
い
』
っ

て
、
分
け
て
く
れ
た
の
。
あ
っ
ち

が
オ
ク
ラ
、
こ
っ
ち
が
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
。
も
う
、
芽
が
出
て
る
で
し
ょ
」

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
支
援
し
た
ク
ワ
を
握
り

し
め
て
、
嬉
し
そ
う
な
彼
女
。
人
々

は
、
し
っ
か
り
と
生
き
て
い
る
。

■毛布、防水シート、調理器具など生
　活支援物資の配布。（2013 年 4 月、
　右表⑤）

■州農業省の専門家による乾季の菜園
　づくり研修。（2013 年 1 月、右表④）

■紛争前、村人との話し合いの様子。
　今は外国人が州内に入ることは制限 
　されている。（2011 年 3 月）
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■村人からの信頼が厚いトゥトゥ
　さん（左手前）。

■ザハラさんの家の庭には収穫した　
　ゴマとソルガムが干してあった。

ザ
ハ
ラ
・
ハ
ッ
サ
ン
さ
ん

（
カ
ド
グ
リ
市
郊
外 

ム
ル
タ
村
）

ト
ゥ
ト
ゥ
・
ハ
ミ
ス
さ
ん

（
カ
ド
グ
リ
市
郊
外 

ム
ル
タ
村
）

Ｊ
Ｖ
Ｃ
活
動
地
の
カ
ド
グ
リ
市
周
辺
に
暮
ら
す
人
々
の
様
子
を
、
ス
ー
ダ

ン
人
ス
タ
ッ
フ
の
報
告
か
ら
ま
と
め
ま
し
た
（
名
前
は
仮
名
で
す
）。

「
飛
行
機
が
爆
弾
を
落
と
し
に
く

る
と
洞
窟
に
隠
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
家
だ
け
で
な
く
畑
ま
で
焼

か
れ
て
、
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る

も
の
も
な
く
な
り
…
、
仕
方
な
く

村
を
出
ま
し
た
」

昨
年
三
月
、
兵
士
に
見
つ
か
ら

な
い
よ
う
に
夜
中
に
村
を
抜
け
出

し
た
ザ
ハ
ラ
さ
ん
は
、
子
ど
も
五

人
の
手
を
引
い
て
山
中
を
歩
き
続

け
た
。
疲
れ
切
っ
て
た
ど
り
着
い

た
カ
ド
グ
リ
で
は
、
市
内
の
広
場

で
テ
ン
ト
生
活
。
や
が
て
同
郷
の

避
難
民
か
ら
郊
外
の
ム
ル
タ
村
に

空
き
家
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、

こ
こ
に
や
っ
て
き
た
。

家
の
周
り
に
は
多
少
の
畑
地
が

あ
っ
た
。
五
月
に
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
か
ら

農
具
と
種
の
支
援
を
受
け
、
二
年

ぶ
り
と
な
る
農
作
業
を
始
め
た
。

故
郷
の
よ
う
に
広
い
畑
で
は
な
い

が
、
自
分
と
子
ど
も
だ
け
で
耕
す

に
は
都
合
が
よ
い
。
主
食
用
の
ソ

ル
ガ
ム
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
落

花
生
、
ゴ
マ
、
サ
サ
ゲ
豆
、
オ
ク
ラ
、

受
け
取
っ
た
種
は
全
部
ま
い
た
。

十
月
、
ス
タ
ッ
フ
が
訪
ね
る
と

収
穫
後
の
作
業
の
最
中
だ
っ
た
。

「〝
ウ
ェ
ー
カ
ー
〟
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
」

輪
切
り
に
し
た
オ
ク
ラ
を
庭

で
天
日
干
し
に
し
て
い
る
。
こ
う

し
て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
が
ウ
ェ
ー

カ
ー
だ
。
新
鮮
な
野
菜
が
不
足
す

る
乾
季
の
間
、
人
々
は
栄
養
た
っ

ぷ
り
の
こ
れ
を
煮
込
ん
で
お
か
ず

に
す
る
。
市
場
に
持
っ
て
行
け
ば

現
金
収
入
源
に
も
な
る
。

天
日
干
し
の
オ
ク
ラ
の
上
に
、

子
ど
も
た
ち
が
白
い
粉
を
ま
い
て

い
る
。

「
灰
で
す
よ
。
虫
よ
け
に
な
る
ん

で
す
」

ど
う
や
ら
昔
か
ら
の
知
恵
の
よ

う
だ
。
庭
を
見
渡
す
と
、
木
組
み

の
台
の
上
に
は
収
穫
し
た
ゴ
マ
、

木
の
枝
に
は
ソ
ル
ガ
ム
の
束
が
干

し
て
あ
る
。
小
さ
な
畑
か
ら
の
立

派
な
収
穫
だ
。

「
何
も
か
も
失
く
し
て
こ
こ
に
来

た
け
れ
ど
、
今
は
子
ど
も
た
ち
に

も
食
べ
さ
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
ん
と
か
、
こ
こ
で
生
活

し
て
い
け
そ
う
で
す
」

ザ
ハ
ラ
さ
ん
は
、
安
堵
し
た
表

情
で
話
し
て
く
れ
た
。

雨
が
一
滴
も
降
ら
な
い
乾
季
の

一
月
。
ム
ル
タ
村
で
は
、
村
人
が

溜
池
か
ら
菜
園
に
水
を
引
く
用
水

路
を
掘
っ
て
い
た
。
先
頭
に
立
っ

て
ス
コ
ッ
プ
を
握
る
の
は
、
麦
わ

ら
帽
を
か
ぶ
っ
た
小
柄
な
ト
ゥ

ト
ゥ
さ
ん
だ
。

ト
ゥ
ト
ゥ
さ
ん
は
、
九
〇
年

代
の
内
戦
時
に
故
郷
の
ト
チ
ャ
村

か
ら
ム
ル
タ
村
に
避
難
、
そ
の
ま

ま
住
み
着
い
た
住
民
グ
ル
ー
プ
の

リ
ー
ダ
ー
。
一
昨
年
か
ら
の
紛
争

で
故
郷
ト
チ
ャ
村
は
ま
た
も
戦
場

と
な
り
、
ト
ゥ
ト
ゥ
さ
ん
た
ち
を

頼
っ
て
再
び
多
く
の
人
々
が
ム
ル

タ
村
に
逃
れ
て
き
た
。

「
ト
チ
ャ
の
人
間
は
、
み
ん
な
ひ

と
つ
の
家
族
だ
」
と
、
ト
ゥ
ト
ゥ

さ
ん
は
ト
チ
ャ
出
身
者
に
避
難
民

の
受
入
を
頼
ん
で
ま
わ
っ
た
。
土

壁
、
草
ぶ
き
の
家
々
が
避
難
民
で

あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

住
む
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
、
食

べ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
支
援
し
て
始
ま
っ
た
乾

季
の
菜
園
づ
く
り
に
は
、
多
く
の

避
難
民
が
参
加
を
希
望
し
た
。
し

か
し
菜
園
に
適
す
る
土
地
は
限
ら

れ
て
お
り
、
所
有
し
て
い
る
の
は

先
祖
代
々
住
ん
で
い
る
ム
ル
タ
の

地
元
住
民
。
中
に
は
「『
よ
そ
者
』

の
避
難
民
に
は
土
地
を
使
わ
せ
た

く
な
い
」
と
言
う
人
も
い
る
。
ト
ゥ

ト
ゥ
さ
ん
は
、
避
難
民
を
代
表
し

て
地
元
住
民
に
掛
け
合
っ
た
。

「
地
元
民
も
避
難
民
も
、
紛
争
で

困
っ
て
い
る
の
は
皆
同
じ
だ
」

粘
り
強
く
話
す
と
地
元
住
民
も

納
得
し
て
く
れ
、
菜
園
は
誰
も
が

参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
っ

そ
く
種
ま
き
が
行
な
わ
れ
、
二
月

か
ら
四
月
ま
で
、
ル
ッ
コ
ラ
、
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
、
オ
ク
ラ
な
ど
の
収
穫

が
続
い
た
。
野
菜
を
売
っ
た
収
入

は
家
計
を
助
け
、
避
難
民
の
生
活

も
落
ち
着
き
を
み
せ
て
き
た
。

「
で
も
、
ず
っ
と
こ
の
土
地
で
暮

ら
し
て
い
け
る
の
か
、
不
安
は
あ

る
。
ト
チ
ャ
に
戻
っ
た
方
が
よ
い

か
も
、
と
考
え
る
こ
と
も
あ
る
」

し
か
し
故
郷
の
村
は
、
紛
争
の

た
め
今
は
訪
問
す
ら
で
き
な
い
。

「
い
つ
争
い
が
終
わ
る
の
か
…
」

そ
う
つ
ぶ
や
く
と
、
ト
ゥ
ト
ゥ

さ
ん
は
ま
た
麦
わ
ら
帽
を
か
ぶ
っ

て
畑
に
戻
っ
て
い
っ
た
。

ス
ー
ダ
ン
の
今
を
生
き
る
人
々
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■
国
際
会
議
の
陰
で

ア
フ
リ
カ
五
十
四
ヵ
国
の
う
ち

五
十
一
ヵ
国
が
参
加
し
た
第
五
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
以
下
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）

は
六
月
三
日
、『
横
浜
宣
言
』
を
作

成
し
て
閉
幕
し
た
。
最
貧
国
が
集
ま

る
ア
フ
リ
カ
を
底
上
げ
す
る
た
め
に

一
九
九
三
年
に
日
本
主
導
で
始
ま
っ

た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
だ
が
、
今
回
は
「
躍

動
す
る
ア
フ
リ
カ
と
手
を
携
え
て
」

を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
民
間
セ
ク

タ
ー
主
導
に
よ
る
経
済
成
長
を
重
要

視
し
、
そ
の
恩
恵
を
あ
ま
な
く
行
き

わ
た
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
す
方
向
性

が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

た
。
特
に
、
イ
ン
フ
ラ
、
製
造
業
、

観
光
業
に
加
え
、
農
業
へ
の
投
資
促

進
が
強
調
し
、
自
給
自
足
の
小
規
模

農
業
か
ら
商
業
的
農
業
経
営
へ
の
移

行
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

こ
の
大
き
な
会
議
に
、
私
た
ち
の

招
き
で
二
度
目
の
来
日
を
果
た
し
た

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
た
ち
は
、
ホ

ス
ト
国
の
安
倍
首
相
に
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
会
い
、
民
間
投
資
に
よ
る
大
規

模
農
業
開
発
に
明
確
に
反
対
す
る
意

を
伝
え
る
公
開
書
簡
を
手
渡
し
た
。

こ
の
書
簡
の
な
か
で
、
農
民
た
ち
は

次
の
様
に
訴
え
た
。

「
我
々
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
農
民
男

女
、
ナ
カ
ラ
回
廊
沿
い
の
農
村
に
暮

ら
す
家
族
、
宗
教
組
織
、
市
民
社
会

組
織
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
緊
急
に

批
判
し
拒
否
す
る
。

◎
プ
ロ
サ
バ
ン
ナ
事
業
に
反
対
し
農

業
部
門
の
持
続
可
能
な
発
展
の
た

め
の
代
替
案
を
提
案
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
市
民
社
会
組
織
へ
の
脅
迫

◎
ブ
ラ
ジ
ル
や
日
本
、
国
内
の
企
業

だ
け
で
な
く
、
他
国
の
企
業
を
含
む

ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
土
地

強
奪
へ
の
差
し
迫
っ
た
プ
ロ
セ
ス

◎
家
族
経
営
農
業
に
よ
る
生
産
シ
ス

テ
ム
を
破
壊
し
、
輸
出
の
た
め
の
モ

ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
生
産
に
基
づ
い
た
生

産
や
生
産
性
の
増
大
化
に
基
礎
を
置

く
こ
と

◎
深
刻
な
内
部
矛
盾
を
生
み
出
し
た

ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
開
発
モ
デ
ル
を
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
に
輸
入
す
る
こ
と
」

そ
し
て
、
同
事
業
を
根
本
か
ら
見

直
す
た
め
に
、
す
で
に
一
部
先
行
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ク
イ
ッ
ク
・

イ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
の
即
時
停
止
を
求
め
て
い
る
。

こ
の
書
簡
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府

に
も
送
ら
れ
た
が
、
こ
の
極
め
て
論

理
的
で
格
調
高
い
文
章
を
見
て
モ
国

の
農
業
大
臣
は
、「
こ
ん
な
立
派
な

文
章
を
、
教
育
の
な
い
農
民
た
ち
に

書
け
る
は
ず
が
な
い
」
と
言
っ
て
あ

し
ら
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
政
府
は
、

「
大
企
業
を
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
連
れ

て
き
て
商
品
作
物
を
生
産
し
、
外
国

に
輸
出
す
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ
る
。

こ
れ
ほ
ど
政
府
と
農
民
が
対
立
す
る

「
開
発
」
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
？ 

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
対
立
を
つ
く

り
出
し
て
し
ま
っ
た
ド
ナ
ー
国
日
本

の
国
際
協
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
？ 

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
何
の
た
め

の
開
発
か
」「
誰
の
た
め
の
開
発
か
」

と
い
う
根
本
的
な
命
題
だ
。「
脅
迫

へ
の
拒
否
」
を
公
開
書
簡
の
ト
ッ
プ

に
書
か
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
に
、
事

態
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は

理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
、
長
い
紛
争
の

後
に
で
き
た
政
権
が
自
国
の
土
地
を

経
済
政
策
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

今
で
も
土
地
を
奪
わ
れ
る
住
民
が
後

を
絶
た
な
い
。
か
つ
て
日
本
で
も
、

薩
長
の
明
治
新
政
府
は
激
し
い
農
民

弾
圧
を
行
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で

の
抵
抗
は
、
文
字
通
り
「
命
が
け
」

だ
。
し
か
し
、
農
民
た
ち
は
自
分
た

ち
の
土
地
と
農
の
営
み
を
守
る
た
め

に
闘
う
決
意
を
固
め
て
い
る
。

■
食
料
安
全
保
障
と
食
料
主
権

今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
採
択
さ
れ

た
『
横
浜
行
動
計
画
』
の
中
に
は
、

「
食
料
安
全
保
障
」
と
い
う
言
葉
が

書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
家
単
位

で
の
食
料
の
安
定
を
図
る
た
め
の
考

察
概
念
で
あ
り
、
食
料
の
輸
入
や
購

買
も
含
ま
れ
る
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政

府
も
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
、
プ
ロ
サ

バ
ン
ナ
事
業
が
「
決
し
て
日
本
や
ブ

ラ
ジ
ル
の
外
国
資
本
の
た
め
の
も
の

で
は
な
い
」
と
強
調
す
る
。
ま
た
、

国
内
で
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

様
々
な
農
作
物
を
生
産
す
る
の
で
、

多
様
性
も
確
保
さ
れ
る
と
言
う
。

こ
れ
に
対
し
て
農
民
た
ち
が
求
め

て
い
る
の
は
「
食
料
主
権
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
何
を
育
て
何
を
食
べ
る
か

を
決
め
る
権
利
を
農
民
自
身
が
有
す

る
こ
と
を
指
す
。
農
民
た
ち
の
関
心

や
立
脚
点
は
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
に
あ
り
、
不
確
実
な
農
業
収
入

と
生
産
性
の
向
上
と
引
き
替
え
に
、

安
定
し
た
食
料
確
保
の
た
め
の
土
地

や
環
境
の
多
様
性
が
失
わ
れ
る
こ
と

を
心
配
し
て
い
る
の
だ
。
何
よ
り

も
、
そ
の
土
地
に
は
農
民
が
生
き
て

き
た
中
で
蓄
え
て
き
た
知
恵
と
生
産

環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
併
せ
て
横
浜
で
開

催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
来
日
し

た
若
手
の
ひ
と
り
で
あ
る
ヴ
ィ
セ
ン

テ
は
言
っ
た
。「
祖
父
と
父
親
が
こ

の
土
地
を
耕
し
、
僕
を
大
学
ま
で
行

か
せ
て
く
れ
た
」「
僕
を
育
て
て
く

れ
た
土
地
を
簡
単
に
手
放
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
」。
私
は
、
こ
の
言
葉

を
原
発
事
故
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る

福
島
の
農
民
の
言
葉
と
重
ね
て
聞
い

た
。
私
を
生
か
し
て
く
れ
た
土
地
。

豊
か
な
恵
み
を
与
え
、
育
て
て
く
れ

た
存
在
は
、
ま
さ
し
く
「
母
な
る
土

地
」
な
の
だ
。「
開
発
」
と
「
経
済

成
長
」
の
名
の
下
で
、「
家
族
」
を

分
断
す
る
よ
う
な
仕し

ぎ儀
は
、
い
い
加

減
自
重
す
べ
き
だ
ろ
う
。

※注①・『横浜宣言』の全文：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/page3_000209.html
※注②・公開書簡の全文：http://mozambiquekaihatsu.blog.fc2.com/blog-entry-27.html

ODA のプロサバンナ事業に関する連載。3 回目の今回は、6 月の TICAD の際に
提出された公開書簡の内容と、「食料安全保障」と「食料主権」というふたつ
の言葉の違いからこの事業の問題点を考える。（編集部）

ODA ウォッチ：プロサバンナ事業 第 3 回

「食料安全保障」か「食料主権」か
調査研究・政策提言担当　高橋 清貴

※
注
①

※
注
②
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二
〇
一
三
年
六
月
十
五
日
、
第

十
四
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会
を
東
京
都

文
京
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
正
会
員

六
十
五
名
と
賛
助
会
員
な
ど
五
名
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
総
会

で
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
継
続
取

得
に
関
す
る
議
案
（
三
号
及
び
四
号
）

が
あ
り
ま
し
た
。
代
表
の
谷
山
の
あ

い
さ
つ
で
も
、
地
に
足
の
つ
い
た
活

動
を
息
長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

社
会
的
信
用
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

一
号
議
案
と
し
て
、
十
二
年
度
の

地
域
開
発
、
人
道
支
援
、
国
内
の
各

活
動
の
報
告
、
経
理
担
当
か
ら
一
二

年
度
の
決
算
報
告
、
監
事
か
ら
会
計

と
事
業
監
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
こ
れ
ら
の
活
動
報

告
・
決
算
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
四
回
Ｊ
Ｖ
Ｃ
会
員
総
会
報
告

会
報
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
／
総
務
担
当　

細
野 

純
也

続
い
て
二
号
議
案
と
し
て
、
十
三

年
度
の
各
分
野
の
活
動
の
計
画
と
予

算
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
質
疑
応
答

の
後
、
活
動
計
画
・
予
算
案
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
の
三
号
議
案
で
は
、
今
年
四
月

に
会
報
誌
と
と
も
に
会
員
の
皆
さ
ま

に
送
付
し
ま
し
た
定
款
変
更
案
を
も

と
に
、
個
別
の
変
更
点
と
そ
の
変
更

理
由
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
質
疑
応
答
を
経
て
定
款
変
更

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
四
号
議
案
と
し
て
、
過
年

度
（
一
〇
、一
一
年
度
）
活
動
報
告
・
決

算
の
修
正
、
代
表
理
事
報
酬
規
定
の

改
定
（
役
員
報
酬
へ
の
変
更
）
、
一
四
年

度
活
動
計
画
・
予
算
案
（
概
要
）
の

三
点
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
質
疑
応

答
の
後
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■ 60 名を越える正会員が参加されました。

質
問
①
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
調
査
地
域
と
、
今
後
の
活
動
の
概
要
は
？

　
　
　

▼
首
都
ヤ
ン
ゴ
ン
で
の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
聞
き
取
り
が
主
。
農
村
部
は
〇
八

　
　
　
　

年
の
台
風
被
害
の
村
へ
日
帰
り
し
た
程
度
。活
動
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問
②
全
体
概
要
で
説
明
さ
れ
た
「
国
を
越
え
た
地
域
開
発
の
新
た
な
視
点
」
を
持

　
　
　

つ
と
は
何
か
？

　
　
　

▼
活
動
地
各
国
で
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
特
に
貨
幣
経
済
と
の
関
わ

　
　
　
　

り
方
な
ど
に
も
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
③
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
活
動
で
、
村
内
の
村
人
全
員
へ
の
研
修
と
そ
の
実
践
は
難
し

　
　
　

い
だ
ろ
う
。
期
間
内
に
実
践
に
至
ら
な
い
層
へ
の
取
り
組
み
想
定
は
？

　
　
　

▼
高
卒
後
に
村
で
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
若
者
を
活
動
の
な

　
　
　
　

か
で
育
て
て
い
る
。
彼
ら
が
中
心
に
な
れ
ば
と
思
う
。

質
問
④
南
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
今
後
の
活
動
は
？

　
　
　

▼
情
勢
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
難
民
自
身
の
取
り
組
み

　
　
　
　

に
対
す
る
支
援
を
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

質
問
⑤
東
日
本
大
震
災
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
関
東
を
含
む
外
部
者
が
東
北
に
対
し

　
　
　

て
抱
く
誤
解
が
課
題
と
思
う
。
外
部
者
と
東
北
を
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
？

　
　
　

▼
そ
の
視
点
は
重
要
。
養
殖
体
験
な
ど
の
交
流
の
機
会
を
増
や
し
た
い
。

コ
メ
ン
ト
①
初
め
て
総
会
に
参
加
し
た
が
、
も
っ
と
現
地
の
情
報
を
出
し
て
ほ
し　

　
　
　

い
。
普
段
か
ら
発
信
の
意
図
が
弱
く
内
向
き
に
感
じ
る
。

質
問
⑥
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
始
め
と
し
た
各
地
の
土
地
収
奪
問
題
は
深
刻
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ス

　
　
　

タ
ン
ス
は
？

　
　
　

▼
沈
黙
は
し
な
い
が
、
単
独
で
の
取
り
組
み
は
難
し
い
の
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

を
利
用
し
つ
つ
各
国
現
場
を
中
心
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

13 年度活動計画・予算案に関する主な質疑応答

質
問
①
第
五
条
（
活
動
の
種
類
）
で
、
現
行
定
款
に
あ
る
「
人
材
の
養
成
」
が
別
項

　
　
　

目
に
統
合
さ
れ
た
が
、
わ
か
り
に
く
い
。
タ
イ
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
運

　
　
　

営
す
る
な
ど
重
要
な
点
と
感
じ
る
が
、
内
部
で
議
論
は
あ
っ
た
か
？

　
　
　

▼
タ
イ
だ
け
で
な
く
他
事
業
で
も
人
材
養
成
の
要
素
を
も
つ
取
り
組
み
は
実

　
　
　
　

施
し
て
い
る
。
文
書
構
成
上
、
独
立
し
て
記
載
し
ず
ら
い
こ
と
か
ら
。

質
問
②
認
定
関
連
の
作
業
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
十
二
年
度
外
部
監
査
を
取
り
や
め

　
　
　

た
こ
と
は
残
念
。
実
際
の
作
業
量
は
ど
の
く
ら
い
か
？

　
　
　

▼
事
務
局
内
で
も
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
が
、
海
外
事
務
所
の
会
計
状
況
も

　
　
　
　

監
査
対
象
に
含
ま
れ
る
な
ど
、
認
定
関
連
作
業
と
並
行
す
る
に
は
作
業
が

　
　
　
　

膨
大
で
あ
り
、
人
員
補
充
で
は
対
処
し
ず
ら
い
と
判
断
し
た
。
外
部
監
査

　
　
　
　

は
取
り
や
め
た
が
、
外
部
監
査
人
か
ら
は
、
内
部
統
制
等
の
た
め
の
ア
ド

　
　
　
　

バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
予
定
。

質
問
③
第
三
十
七
条
で
事
業
計
画
及
び
予
算
を
理
事
会
で
変
更
で
き
る
よ
う
に
す
る

　
　
　

と
あ
る
が
、
変
更
規
模
に
よ
っ
て
は
臨
時
総
会
の
開
催
も
想
定
さ
れ
る
か
？

　
　
　

▼
通
常
の
総
会
を
想
定
し
て
い
る
が
、
臨
時
の
総
会
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

定款変更に関する主な質疑応答

質
問
①
役
員
報
酬
の
支
払
い
の
状
況
は
。
対
象
は
ど
こ
で
決
ま
る
の
か
？ 

ま
た
、　

　
　
　

顧
問
や
監
事
に
対
し
て
は
？

　
　
　

▼
現
時
点
で
は
代
表
理
事
の
み
が
対
象
。
対
象
者
は
理
事
会
で
決
め
る
。
現

　
　
　
　

時
点
で
顧
問
や
監
事
へ
は
支
払
っ
て
い
な
い
。

その他の
事項に関する

質疑応答

質
問
①
農
民
交
流
で
来
日
し
た
タ
イ
若
手
農
民
は
福
島
も
訪
問
し
て
い
る
が
、
帰
国

　
　
　

後
に
ど
ん
な
活
動
を
し
た
か
？

　
　
　

▼
原
発
建
設
候
補
地
で
も
あ
る
バ
ン
コ
ク
郊
外
で
報
告
会
を
し
た
と
聞
い
た
。

質
問
②
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
活
動
評
価
の
結
果
、「
研
修
を
知
ら
な
い
農
民
が
い
た
」
こ
と

　
　
　

も
あ
り
事
業
を
延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
を
目
標
に
延
長
す
る
の
か
。

　
　
　

▼
農
家
が
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標
。
農
民
に
生
産
向
上
の
機
会

　
　
　
　

を
設
け
る
意
味
で
事
業
延
長
を
決
定
し
た
。

質
問
③
会
員
数
減
に
関
し
て
、
退
会
時
に
理
由
を
聞
い
て
み
て
は
？

　
　
　

▼
高
齢
や
経
済
的
理
由
が
多
い
。
会
費
の
分
割
納
入
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

12 年度活動報告・決算に
関する主な質疑応答
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■
信
頼
さ
れ
る
団
体
で
あ
り
　

　
続
け
る
た
め
に

今
回
の
総
会
で
は
、
定
款
の
変
更

を
含
む
大
き
な
議
案
を
議
論
し
ま
し

た
。
会
員
の
方
の
な
か
に
は
、
会
員

総
会
に
あ
た
っ
て
お
送
り
し
た
資
料

の
量
や
内
容
に
驚
か
れ
た
り
、
煩は

ん
ざ
つ雑

だ
、
不
親
切
だ
と
思
わ
れ
た
方
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
定
款

変
更
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
年
前
の

決
算
報
告
の
修
正
や
役
員
報
酬
規
程

の
改
定
な
ど
多
く
の
こ
と
を
議
決
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
、
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
（
以
降
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
一

昨
年
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
一
九
九
八
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
が
新
し
く
施
行
さ
れ
る
に
あ

た
っ
て
、
い
ち
早
く
認
証
を
申
請

し
、「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
団
体
と

し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
で
し

た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
に
は
、
Ｊ

Ｖ
Ｃ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
寄
付
者

の
方
々
が
税
制
優
遇
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
国
税
庁
が
認
定
す
る
「
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
前
述
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正

で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
に
関
し

て
、
そ
の
認
定
先
が
国
税
庁
か
ら
認

証
の
所
轄
庁
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
場
合
は
東
京

都
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
国
税

庁
の
も
と
で
は
「
税
金
を
き
ち
ん
と

納
め
て
い
る
か
」「
収
支
報
告
が
適

切
か
」
な
ど
が
主
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
東
京
都
で
は
「
定

款
に
基
づ
い
て
事
務
所
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
か
」
と
い
う
点
を
重
視
す

る
こ
と
と
な
り
、
認
定
審
査
の
視

点
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、定
款
の
見
直
し
が
急
務
で
し
た
。

近
年
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
外
部
監
査
を

導
入
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
基
準
へ

の
準
拠
を
進
め
る
な
ど
、
団
体
と
し

て
の
透
明
性
を
高
め
、
よ
り
社
会
的

な
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
状

況
が
変
化
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
と
り
ま
く
環

境
も
変
わ
る
な
か
で
、
何
度
か
改
正

さ
れ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
と
対
照
さ
せ

な
が
ら
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
定
款
が
時じ

ぎ宜
に

あ
っ
た
も
の
か
、
用
語
が
適
切
か
を

確
認
す
る
行
程
は
不
十
分
だ
っ
た
と

言
え
ま
す
（
二
〇
一
二
年
の
東
京
事
務
所

引
越
し
の
際
の
住
所
変
更
以
外
、
こ
れ
ま
で

定
款
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
）
。
ま

た
、
事
業
を
運
用
し
て
い
く
な
か

で
、
定
款
の
「
字
義
通
り
」
に
は
進

め
に
く
い
、
進
め
ら
れ
て
い
な
い
部

分
が
出
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

■
事
業
運
営
を
よ
り
適
正
に
　

　
す
る
た
め
に
定
款
を
変
更

そ
こ
で
、
ま
ず
は
定
款
の
条
文
を

ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
確
認
す
る
作
業

か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
・
市
民
活
動
を
支
え
る
制
度

を
つ
く
る
会
の
サ
ポ
ー
ト
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
今
年
の
二
月
以
降
に
現

在
の
事
業
運
営
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
条
文
を
読
み
こ
ん
で
い
く
過
程

は
、
十
五
年
間
の
あ
い
だ
に
つ
い
て

き
た
錆さ

び

を
落
と
し
て
い
く
よ
う
な
感

じ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
定
款
変
更
で
は
、
主
に
次

の
三
点
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
ま
し
た
。

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
な
ど
の
法
改
正
に
伴
っ

て
必
要
と
な
る
変
更

②
活
動
お
よ
び
運
営
を
よ
り
円
滑
か

つ
適
正
に
す
る
た
め
の
変
更

③
文
章
・
用
語
訂
正
、
他
項
目
と
整

合
性
を
と
る
た
め
の
変
更

こ
の
な
か
で
も
、
こ
こ
で
は
②

に
つ
い
て
具
体
的
に
三
つ
の
例
を
あ

げ
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
内
容
を
示
す
重

要
な
部
分
、
第
五
条
「
活
動
に
係

る
事
業
の
種
類
」。
こ
れ
ま
で
の
定

款
で
は
こ
こ
に
八
つ
の
活
動
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
整
理

し
て
五
項
目
に
し
ま
し
た
。
近
年
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
活
動
の
種
類
を
「
農
村
開

発
」
と
「
人
道
支
援
」、「
政
策
提
言
」

と
大
き
く
分
類
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
実
態
に
近
づ
け
た
記
載
に
な
り

ま
し
た
。

次
に
、
事
業
計
画
と
活
動
予
算

の
変
更
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
変
更
す
る
た
び

に
会
員
総
会
を
開
催
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
年

に
四
回
開
催
し
て
い
る
理
事
会
で
承

認
し
、
そ
の
後
会
員
総
会
で
報
告
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
第
二
十
一
条
と

三
十
七
条
）
。

最
後
に
、
毎
年
の
活
動
予
算
は

例
年
六
月
の
会
員
総
会
で
承
認
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
総

会
ま
で
の
四
月
か
ら
六
月
の
活
動
予

算
に
つ
い
て
の
予
算
執
行
に
つ
い
て

も
、
理
事
会
で
暫
定
予
算
と
し
て
承

認
で
き
る
よ
う
に
定
め
ま
し
た
（
第

三
十
八
条
）
。

こ
う
し
た
変
更
を
も
っ
て
、「
定

款
に
基
づ
い
た
運
営
を
し
て
い
る
」

「
定
款
に
照
ら
し
て
も
わ
か
り
や
す

い
事
業
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
」

と
い
っ
た
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の

変
更
点
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
四
月
に
本
誌
三
〇
一
号
に
同
封

し
ま
し
た
「
定
款
変
更
案
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

現
在
、
こ
の
定
款
変
更
を
都
庁

に
申
請
し
て
い
る
と
と
も
に
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
の
申
請
も
進
め
て
い

る
最
中
で
す
。
こ
う
し
た
組
織
と
し

て
の
基
盤
を
き
ち
ん
と
整
え
な
が
ら

も
、
現
地
の
活
動
自
体
は
柔
軟
性
を

持
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事務局からのお知らせ

※変更した定款は、東京都で認証され次第ウェブサイトで公開予定です。

認定NPO法人格の取得に伴い、定款を変更しました

事務局長　長谷部 貴俊
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スタッフのひとりごとスタッフのひとりごと

みるよむきくみるよむきく

　だいぶ前に見たテレビでこんな場

面がありました。ある先生の出張授

業。最後にひとりの主婦が「先生、

私のこと見て何か感じませんか？」

と切り出しました。その先生はしば

らく黙って、そしてにっこり。「…

ずっと感じてましたよ。26 年前、

○○市立○○中学校 3 年 5 組 旧姓

○○△△さん。今回、テレビ局に届

いた手紙、あなたが書く“と”とい

う文字、2 画なのに一筆書きなとこ

ろがちっとも変わってない。教師に

とって生徒は子どもなの。あなたも

お子さんがいらっしゃるでしょ。親

が子どものこと忘れますか？忘れな

いでしょ」気がついたら涙がぽろぽ

ろ流れていました。そして、ある先

生のことを思い浮かべました。

　父の転勤で旧西ドイツで過ごして

いた小学校時代。日本人学校 6 年

生のときの担任、S 先生。まあるい

顔で、まるで日本人形のような黒髪

のおかっぱ頭。みんなで「金太郎先

生」と呼んでました（女性ですが…）。

小学校を卒業するとき、S 先生も任

期満了で帰国することが決まってい

たので、6 年生全員で、かぎ針でモ

チーフをひとり一枚ずつ編んで（男

の子も）、それを全員分つなげて大

きな膝掛けにして、先生にプレゼン

トしました。そして、「10 年後の 3

月 20 日を過ぎた最初の日曜日に同

窓会をやろう！」と約束。

　そしてその約束は、22 歳の 3 月

のとある日曜日に実現しました。S

先生は、アルバムはもちろん、あの

膝掛けも持ってきてくれました。先

生は、その日まで大事に使っていて

くれたんですね。みんなも「あ、コ

コは俺が作ったやつだ」「これは私

かな？」と思い出探しに没頭。

　金太郎先生、今もお元気にされて

いますか？ 私は当時の先生より年

上になりました。今でも「先生の子

ども」のまま、独身ですけどね。

先生の記憶と生徒の思い出

支援者担当  宮西 有紀

『一語一絵 地球を生きる』(上・下 )

　

今
か
ら
二
十
六
年
ほ
ど
前
、
ま
だ

Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
入
り
た
て
の
若
造
だ
っ
た

僕
は
、
日
々
岩
崎
さ
ん
の
口
か
ら
飛

び
出
す
ス
ケ
ー
ル
の
で
か
い
話
に
驚

き
、
繊
細
な
思
考
に
感
心
す
る
毎
日

だ
っ
た
。

　

岩
崎
さ
ん
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
代
表
を
引

退
し
て
早
二
十
年
に
な
る
が
、
決
し

て
隠
居
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

茨
城
の
山
中
に
こ
つ
こ
つ
と
自
力
で

家
を
建
て
、
そ
の
大
き
な
窓
か
ら
地

球
を
見
渡
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
熱

い
想
い
が
本
に
な
っ
て
明
石
書
店
か

ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
名
も
ず
ば
り

『
地
球
を
生
き
る
』。
岩
崎
さ
ん
ら
し

い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
発
想
と
困
難

な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々

へ
の
優
し
い
思
い
が
綴つ

づ

ら
れ
て
い
る

上
巻
。
独
自
の
世
界
観
と
価
値
観
を

そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
込
ん
だ
自
宅

の
建
設
過
程
を
綴
っ
た
下
巻
の
二
部

構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
私
た
ち
が
今
晩
、
豚
肉
を
食
べ

れ
ば
、
そ
の
豚
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

食
べ
、
そ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
森
林

を
食
う
！
」（
上
巻
よ
り
）。
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
は
地
球
上
に
生
き
る

様
々
な
生
物
や
そ
の
源
で
あ
る
土
、

水
を
包
含
す
る
大
地
と
の
連
関
性
の

中
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

便
利
な
暮
ら
し
を
享

き
ょ
う
じ
ゅ受
す
る
日
本
に

お
い
て
は
、
日
常
に
お
い
て
こ
う
し

た
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
で
、
地
球
規
模
で
起
き
て
い
る

深
刻
な
環
境
破
壊
や
貧
困
問
題
が
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

現
象
と
自
ら
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
の

間
に
あ
る
関
係
性
を
日
ご
ろ
か
ら
意

識
化
し
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
様
々

な
不
平
等
・
不
公
平
を
越
え
た
「
地

球
の
永
続
的
利
益
」
に
つ
な
が
る
と
、

世
界
各
地
を
渡
り
歩
い
て
き
た
自
ら

の
経
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
丁

寧
に
語
っ
て
い
る
。

　

様
々
な
知
識
を
得
る
書
と
し
て
の

上
巻
も
い
い
が
、
脱
都
会
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
試
行
錯
誤
中

の
僕
は
、
下
巻
に
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
地
球
的
な
視
野
に
立
っ
た
「
空

間
」
づ
く
り
の
話
し
に
も
ひ
き
込
ま

れ
た
。
ど
の
章
を
つ
ま
み
食
い
し
て

も
読
み
切
れ
る
構
成
も
い
い
。
多
く

の
人
が
こ
の
本
を
手
に
取
り
、
心
（
精

神
）
と
体
（
物
質
）
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。

   

（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
理
事
／
前
事
務
局
長　
　

　
　

  　

 　
　
　
　

    

清
水 

俊
弘
）

岩崎駿介著 ／明石書店／上・下巻ともに 2,100 円（税込）

イラスト／かじの 倫子
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2013 年 5 月後半～ 2013 年 7 月前半

JVCプロジェクト一覧

ラオス

■森林保全／農業・生
　活改善事業（サワナ
　ケート県）

本格的に雨が降り出

すこの時期は田植えの

時期であり、村人にとっ

て一年で一番忙しい時

期となる。SRI（幼苗一本植）は、田植えの仕方（一株

の苗数を少なくすること）が重要であるため、村々を回

り技術指導や状況確認を行なった。6 月には米銀行が設

置されている 8 村で米倉開きを行ない、村人による米

銀行委員会の運営状況確認も行なった。2 村で新規に始

めたラタン植栽は、3 月・4 月にまいた種の発芽が見ら

れなかったため、ラタン栽培の専門家と原因を確認中で

ある。

森林活動では、6 月 1 日の「植栽の日」に合わせて、

村人とともに果物の苗木を植え、共有林の使い方や重要

性について説明するイベントをピン郡の村で開催した。

魚の乱獲を防ぐための魚保護地区設置活動では、村人が

ルールを破って魚を獲った問題が村人により報告された

ため、村人たちと皆で協議する場をもちルールの改訂を

行なった。また、JVC 対象村において、村人が企業から

キャッサバ植林を持ちかけられ借金を抱える問題が起

こっているため、アサポン郡の村人とピン郡の村へ行

き、問題の共有や意見交換を行なった。（林）

■キャッサバ植林に問題を抱え
　る農民から話を聞く様子。

タイ

■農村派遣研修

インターンシッププロ

グラムでは 14 期生の募集

をしていたが、応募者が実

施可能な人数に達しなかっ

たため、2013 年度のプロ

グラムの実施を中止するこ

とにした。

8 月には、カンボジア、ラオスのスタッフも参加してタ

イで実施していた「地場の市場」プロジェクトの振返りと

経験交流を行なうことを計画しており、タイ側での調整を

行なった。

■南タイでの医療支援活動

南タイのパンガー県において現地 NGO と共同でビルマ人

労働者とその家族を対象に医療支援活動を行なっている。

6 月に JVC の支援者による現地視察ツアーを催行した。そ

の際、2013 年 3 月末まで保健医療の研修を受けてきた 3

名のビルマ人保健員に会い、コミュニティでの疾病の予防

啓発活動やクリニックでの簡易的な診療を行なえるまでに

成長していることが確認できた。（下田）

■ 1 年間の研修を終えたビルマ
　人の保健員 3 人と下田（右）。

JVCは、現在 9 の国 / 地域と東日本大震災被災地で活動しています。

ラオス

カンボジア

タイ

コリアイラク

パレスチナ

南アフリカ

スーダン

アフガニスタン

東日本大震災

南アフリカ

■ HIV/エイズ(リンポポ州）

6 月 下 旬、HIV/ エ イ ズ

遺児や困難に直面する子ど

もたちが放課後に集まるド

ロップイン・センターのボ

ランティアたちとともに、

子どもたちの家庭訪問と調

査を実施した。この調査で

は、保護者との関係構築を一つの目標とし、なぜドロップ

イン・センターに子どもを送っているのかなど、事前に質

問項目を立て調査に臨んだ。

毎日顔を合わせている子どもたちだが、ボランティアた

ちが保護者も含めてじっくりと話すのは今回が初めての経

験。普段センターでは見ることのできない子どもたちの様

子や、家庭環境を詳細に知ることができ、今後の活動につ

ながる情報が得られた。また、センターが安全で子どもた

ちが成長できる場所として保護者から認識されていること

がわかり、ボランティアたちの自信にもつながった。すべ

ての家庭を訪問することを目標に、調査は８月まで継続さ

れる。（冨田）

■両親を亡くし祖母と暮らすが
　夢は公認会計士と明るく語る
　女の子（写真左）。
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イラク

■下半期活動計画を検討
イ ラ ク 中 北 部 の キ ル

クークで行なった「子ど

もたちとつくる地域の平

和」ワークショップのカ

ウ ン タ ー パ ー ト で あ る

現 地 NGO の INSAN Iraqi 

Society( インサーン ) の担当者と連絡を取り合い、今年 11

月の現地訪問の可能性を検討中。クルド地域に駐在経験の

ある元 NGO 職員から現在のイラクの情勢について、また

政治学が専門の大学教授からクロアチアなど紛争地で実践

されている地域での非暴力トレーニングの聞き取りを行な

い、今後の検討材料とした。

■白血病患者への支援活動
年度後半に予定している JIM-NET（日本イラク医療支援

ネットワーク）との共同事業で実施しているバスラでの医

療支援活動の振返りについて担当者と打ち合せを行なっ

た。（長谷部）

カンボジア

■生態系に配慮した農業

  による生計改善（CLEAN）

07 年からシェムリアッ

プ県東部で活動を行なって

いる。農産物加工に取り組

むドンソック村の女性たち

とこれから農産物加工の活

動を行なう予定の村の村長

を連れて、コンポンチャム県で農産物加工に取り組んでい

る女性グループの活動を視察した。視察後、どんなことを

習ったか、これからどう活かせるかを話し合った。

■環境教育（EE）

09 年 4 月からシェムリアップ県東部の小学校で実施し

ている。小学校の教員と児童と協力し、苗木作りを始めた。

育てた苗木は今後小学校や地域の植林活動に利用し、木の

重要性や環境保護の大切さを学習に役立てる。

■資料・情報センター（TRC）

持続的農業、農村開発、環境に関する資料を 94 年から

提供している。農業や農村開発を勉強する大学生 15 名を

対象にファシリテーション研修を実施した。その後学生は

研修で得た技術を活かして、普段大学で勉強している農業

の知識をJVC活動対象地域の農家に伝える実践を行なった。

■技術学校

85 年に政府と合意し、プノンペンで職業訓練校と付設

整備工場を運営している。安定して月 100 台以上の修理台

数を確保しており、移転後からだいぶ経営が安定してきた。

日本の企業から協力の依頼も多数来ている。（坂本）

■農家に農薬使用の弊害を伝え
　ようと努力する農学部の学生
　たち。

■鹿折地区での復興支援

　（宮城県気仙沼市）

震災時の火災により社

殿が焼失した大浦の厳島

（いつくしま）神社にて、

筑波学院大学と茨城県の

造園業者の方々の協力に

よりヤマザクラ 10 本の植樹を実施。鹿折中学校仮設住宅

では、「趣味のじかん」のイベントで撮影した活動風景の

写真展を開催。参加者は当時の思い出話で盛り上がった。

防災集団移転のアドバイザー派遣事業では、まちづくり

や住宅建設の知見を得るため住宅地見学会を実施。県内外

の住宅地 4 ヵ所を視察し、約 40 名の住民の参加を得た。

4 月に設立した浦島地区振興会の組織構成や今後の活動に

ついて全体委員会で協議が行なわれ、三つの部門が組織さ

れた。また 6 月から気仙沼事務所に新スタッフとして伊藤

が加わり、新しい人員体制となった。（伊藤）

■災害 FM と仮設住宅サロンの運営支援（福島県南相馬市）

福島担当の谷山由子が震災以降の住宅設計に関する視察

を宮城県石巻で行なった。協力団体「つながっぺ南相馬」

代表今野由喜氏も同行し、今後の計画について話し合っ

た。サロン活動では、協力団体 IMC（International Medical 

Corps）と共同でサロン管理者に対するワークショップ

を実施。普段気づかない、お互いの良い点などを学びあ

う機会になった。災害 FM 支援では、引き続き英語番組

CommuniKate の制作協力をしている。番組は南相馬ひばり

FM のホームページから聞くことができる。（白川）

東日本
大震災

■ 6 月 16 日に実施した住宅地
　見学会の様子（気仙沼）。

スーダン

■紛争による避難民・難
　民への支援

2011 年より紛争が続く

南コルドファン州カドグリ

近郊で、流入した避難民と

地元住民に対する生計向上

支援を実施している。

4 月以降、州内各地で反政府軍の動きが活発化し、6 月

には州都カドグリ郊外に向けた砲撃が JVC 活動地近くにも

達した。スーダン政府は南スーダンが反政府軍を支援して

いると非難し、石油パイプライン輸送の停止をちらつかせ

ている。

戦闘激化に伴いカドグリに流入した新たな避難民は、

JVC の生活物資配布など援助団体の支援を受けながら、地

域住民に受け入れられて生活を送っている。7 月からの雨

季耕作シーズンに向け、JVC は特に避難民が多い地区を選

定し、地域住民と避難民とを対象に農具と穀物・野菜種子（ソ

ルガム、オクラなど）の配布を行なった。（今井・佐伯）

■種子の配布を受ける人々。■「子どもたちとつくる地域の
　平和」ワークショップの様子。
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2013 年 5 月後半～ 2013 年 7 月前半

■女性と子どもの健康改
善のための地域保健医療
事業

クズ・カシュコート村

の簡易診療所では以前か

ら要請があった検査室を

設置し、新たに検査技師

を置いた。6 月にゴレーク村の保健委員会が会合を持ち、

診療所からの情報が共有され、特に下痢、マラリア、風邪

の患者が多いことや、これらがいずれも予防可能であるこ

となどを共有した。また、月 1 回の母親教室と並行して、

修了者のフォローアップとして 8 月半ばから家庭訪問を実

施し、学びが実践につながっているかを見て適宜助言する。

■教育支援活動
6 月から学校が夏休みに入ったために活動は休止中。こ

れまで 6 校で取り組まれてきたすべての壁新聞のレビュー

を行ない、生徒たちが書く健康についての作文の傾向や内

容を分析中。教員対象の健康教育研修についての聞き取り

調査を 5 月に実施し、その結果も分析・共有している。

■政策提言 
現地で活動する NGO のネットワーク団体である ACBAR

と ANCB の代表がアフガニスタンから来日し、JVC を含む

日本の NGO4 団体と協働で実施しているアフガニスタン市

民社会の能力強化事業について議論した。

また、アフガニスタン東京会合フォローアップ高級実務

者会合（SOM、於カブール）に向けての意見交換を NGO・

外務省間で行なった。（加藤）

■子どもたちの栄養改善
支援（ガザ地区）

4 月から新たにガザ北

部のジャバリヤ市ビルナー

ジャで活動を開始。5 月末

までに 30 人の女性ボラン

ティアが座学研修を終え、

家庭訪問を通した実地研修を始めた。家庭訪問では、女性

ボランティアが保健師の指導のもと、5 歳以下の子どもが

いる家庭を一軒ずつ訪問。子どもの栄養検査と家庭登録の

ほか、母親や妊婦を対象にしたカウンセリングや健康教育

も行なっている。ビルナージャでの活動は始まったばかり

だが、すでに地域住民から大きな協力を得ており、今後女

性ボランティアが子どもの栄養失調の見分け方や健康管理

に関する知識を地域内に広げ、子どもたちの栄養状態の改

善につなげていくことが期待される。

■学校保健・健康教育・巡回診療支援（東エルサレム） 
学校が夏休みに入ったため、6 月下旬から 10 日間、中

学生を対象にサマーキャンプを開催。エルサレムの分離壁

の両側の学校から 100 人前後が参加した。7 月からは、日

中に断食を行なうイスラーム教の聖月（ラマダーン）が始

まったため、現場医療チームと救急法講習を受けたボラン

ティアが協力し、エルサレムにあるイスラーム教聖地にて、

日射病や脱水症状で倒れた巡礼者の治療と介護にあたって

いる。断食月が終わる 8 月からは、学校生徒を対象に実施

したテストの結果などを踏まえ、現場医療チームと反省点

や対応策を話し合っていく。（今野・金子）

パレスチナ アフガニ
　　スタン

■ ACBAR、ANCB の代表と日本
　の NGO4 団体による会議で。

コリア

■絵画交流『南北コリア

と日本のともだち展』

◎平壌での行事打合せ

　今年度も絵画展示と交

流会を中心とした『とも

だち展』を継続するにあ

たり、6 月に平壌の小学

校などを訪問して打合せ

を行なった。絵画の提供、小学校での共同制作および交流

会の実施などに合意を得た。

◎東京ワークショップ

　今年のともだち展では、絵本『へいわってどんなこと？』

をもとに、日常の平和から地域の平和について考える機会

をつくり、また各地で子どもたちが、絵本の一場面である

「子どもたちのパレード」を再現する共同制作に取り組

む。6 月末には東京の CCAA 図工室にて、絵本の作者であ

る浜田桂子さんをお迎えし、日本人と在日コリアンの子ど

もたち約 30 名が集うワークショップを実施した。（寺西）

■サマーキャンプに参加した女
　子中学生と現地代表の今野。

調査研究・政策提言

■ NGO 外務省定期協議全体会（6 月 10 日）

　2013 年度 NGO 外務省定期協議全体会が開催された。

2012 年度定期協議会の成果と課題について意見交換する

一方、報告事項が合計 9 件もあり、2012 年度は国際協力

に関して多様な動きがあったことが伺える。その中には、

「女性を巡る外交課題」といった新しい課題も含まれる。

■国連改革に関するパブリックフォーラム評価報告書 (6 月）

　表題のフォーラムを 10 回開催したことを区切りとして

第三者の有識者による中間評価を行なった。成蹊大学の遠

藤誠治先生（国際政治）に御協力いただき、外務省・NGO

へヒアリングをもとに、成果及び課題と展望にまとめてい

ただいた。報告書は外務省ウェブサイトで公開されている。

■第 1 回 NGO 外務省定期協議 ODA 政策協議会（7 月 19 日）

　2013 年度第 1 回目の ODA 政策協議会がされた。これま

で議論する機会が少なかった国連政策とリンクする課題

（災害リスクに関する国連 DRR 報告書 2013、女性の参加

を促す国連安保理決議 1325 に基づく国別行動計画策定）

について議論した。（高橋）

■浜田さん（左）と相談しなが
　ら作品を貼りつける（東京ワ
　ークショップ）。
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今
回
、
娘
の
友
人
が
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い

る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
モ
ン
ソ

ロ
」
日
本
ツ
ア
ー
の
熊
谷
公
演
を

企
画
す
る
に
あ
た
り
、『
ス
ー
ダ
ン

と
南
ス
ー
ダ
ン
の
難
民
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
』
に
し
よ
う

と
の
思
い
が
日
増
し
に
強
く
な
り
、

久
々
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
連
絡
を
と
り
ま

し
た
。
農
村
地
帯
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
の
集
客
は
困
難
な
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
が
、
金
額
よ
り

「
ス
ー
ダ
ン
難
民
支
援
」
と
冠
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
嬉
し
い
と
担
当
の

佐
伯
さ
ん
は
仰
っ
て
く
だ
さ
り
、

気
を
強
く
し
て
エ
ン
ジ
ン
全
開
に
。

昼
・
夜
の
二
公
演
を
、
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
の
接
点
は
十
数
年
前
、

親
友
に
誘
わ
れ
て
「
地
球
人
の
会
」

と
い
う
学
習
会
を
立
ち
上
げ
た
こ

と
で
す
。『
ぼ
く
た
ち
の
南
十
字
星
』

と
い
う
ア
ジ
ア
を
テ
ー
マ
に
し
た

劇
を
一
緒
に
上
演
し
よ
う
と
、
劇

団
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
つ
な
げ
た
の
が
そ

の
友
人
。
こ
の
劇
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
も
っ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
第
三
世

界
と
関
わ
る
意
味
を
考
え
よ
う
と

ス
タ
ー
ト
し
た
学
習
会
に
、
子
ど

も
も
ろ
と
も
巻
き
込
ま
れ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
を

紹
介
す
る
「
ベ
ト
ナ
ム
の
箱
」
の

高
齢
者
施
設
で
介
護
の
仕
事
を
約
七
年
間

続
け
て
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
の
生
活
に

関
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
の
「
最
期
」
を
見

て
き
て
、「
生
き
る
事
」
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
か
ら
国
際
協
力
の
分
野
に
も
興
味
が
あ
り
、

介
護
現
場
で
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
そ
の
想
い
も
次
第
に
強
く
な

り
、
ア
フ
リ
カ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
気
仙
沼
駐
在
に
。
今
ま
で
千
葉
県
以
外
に
住
ん
だ
事
が
な

い
の
で
、
初
の
県
外
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
元
々
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
好
き
で
す
が
、
地
元
の
方
、
特
に
高
齢
者

の
方
言
（
な
ま
り
？
）
に
は
時
折
苦
戦
す
る
の
で
、
今
後
の
目
標
の
ひ

と
つ
は
地
元
の
言
葉
に
少
し
で
も
早
く
慣
れ
る
事
。
気
仙
沼
の
人
・

自
然
・
食
べ
物
を
好
き
に
な
り
、
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

新
ス
タ
ッ
フ
紹
介特

定
の
集
団
へ
の
偏
見
に
囚
わ
れ
た
く
な

い
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側
の
人
た
ち
を
「
可

哀
想
」
だ
と
思
い
た
く
な
い
、
現
地
の
人
た

ち
の
等
身
大
の
素
顔
を
自
分
で
見
つ
け
て
日

本
に
伝
え
た
い
…
と
思
い
、
大
学
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
専
攻
す
る
契

機
と
な
っ
た
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
十
年
。
そ
の
後
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
一
年
留
学
し
、「
日
本
か
ら
で
き
る
こ
と
も
き
っ
と
あ

る
！
」
と
信
じ
な
が
ら
帰
国
し
て
六
年
。
平
穏
に
社
会
人
生
活
を

送
っ
て
い
た
あ
る
日
、
い
き
な
り
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
人
た
ち
に
御
徒
町
の

カ
フ
ェ
で
転
職
の
意
思
を
た
ず
ね
ら
れ
て
（
笑
）、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
事
業
担
当
に
。
し
か
し
こ
こ
は
チ
ャ
ン
ス
に
感
謝
、
自
分
の
第

二
の
故
郷
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
魅
力
を
現
場
で
吸
収
し
て
目
一
杯
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
挑
戦
を
重
ね
ま
す
！

伊い

と

う藤 

祐ゆ

う

き喜

気
仙
沼
事
務
所 

震
災
支
援
担
当

並な

み

き木 

麻ま

い衣

パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
担
当

■主催したコンサートにて。左から
　二人目が筆者。

よ
う
な
教
材
づ
く
り
に
取
り
組
ん

だ
り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
メ
サ
イ
ア
コ
ン
サ
ー

ト
の
会
場
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
手

作
り
の
リ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
ド
ル
ス

タ
ン
ド
販
売
も
し
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
思
い
出
で
す
。
さ
ら
に
、

開
発
教
育
協
議
会
（
当
時
）
に
関

わ
っ
た
り
、
ア
ジ
ア
学
院
の
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
た
り
と
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
お

陰
で
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
の
は
丸
幸
ビ
ル
の
事

務
所
の
ト
イ
レ
！ 

怖
か
っ
た
（
失

礼
）。
素
敵
だ
と
思
っ
た
の
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ん
て
絶
対
買
わ
ず
に

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
ち
歩
い
て
い
た

り
、
裏
紙
を
徹
底
的
に
使
っ
て
い

た
り
、
こ
う
し
た
細
か
い
積
み
重

ね
を
気
負
わ
ず
当
然
の
よ
う
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
Ｊ
Ｖ
Ｃ
へ
の
信

頼
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
久
々
に
新
事
務
所
で
の
報
告

会
に
も
出
か
け
、
ス
ー
ダ
ン
で
ひ

と
り
奮
闘
す
る
今
井
さ
ん
の
話
か

ら
、
リ
ア
ル
な
ス
ー
ダ
ン
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
も
我
が
家
の
娘
の
よ
う
な
若
い

方
々
が
増
え
、「
負
っ
た
子
に
教
え

ら
れ
」
的
な
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
音
楽
で
人
と
心

を
つ
な
ぐ
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
余
生
を
楽

し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
す

で
に
来
年
度
の
企
画
に
向
か
っ
て

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

会
員
登
場
！

51

音
楽
で
人
と
心
を
つ
な
ぐ

ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〈
埼
玉
県
熊
谷
市
〉  
鈴
木 

祐
子
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編 集 後 記

募金にご協力ありがとうございます

JVC の活動は、皆さまの募金に支えられています。

JVC への募金は税制優遇措置を受けることができます。

① JVC募金（郵便振替）

JVC の各国での活動に役立てられます。募金
先をご指定いただくこともできます。

口座番号：00190-9-27495
加入者名：JVC 東京事務所

5 月計

6 月計

353,909 円

996,780 円

5 月 6月

無指定 22,000円 172,300円

タイ 0円 0円

カンボジア 0円 20,000円

ラオス 251,900円 11,000円

南アフリカ 0円 0円

パレスチナ 57,480円 99,480円

アフガニスタン 12,000円 52,000円

コリア 0円 0円

イラク 0円 10,000円

スーダン 0円 500,000円

東日本大震災 10,529円 132,000円

②犬養道子「みどり一本」募金

JVC 活動地での環境保全活動に使われます。

口座番号：00100-8-212497
加入者名：犬養道子「みどり一本」

5 月計

6 月計

121,600 円 / 7 件

73,500 円 / 10 件

③ JVCマンスリー募金

銀行や郵便局の口座、クレジットカードから
自動引き落としできる手軽な募金方法です。

5 月計

6 月計

2,218,450 円 /1,914 件

2,217,950 円 /1,916 件

※上表には「夏 / 冬の募金」は算入していません。

　基本的にソフトウェア開発が本職
なのでハード自体にはうといのだが、
Arduino という電子基盤が面白そう。
USB で PC に接続して簡単なプログラ
ムで制御できるもので、各種センサー
や LED、モーターなどと組みあわせて
世界中で様々なガジェットをつくるた
めのプラットフォームになっている。
勉強がてら、年末のコンサートに向け
てなにかつくろうとたくらみ中。(H)

JVC ウェブサイト 会員専用パスワード（2013 年 9 月～10 月）：

WuMj9KtBXC

JVC ウェブサイトからT&E のバックナンバーをダウンロードするときに必要です。

去る 7 月中旬、JVC 谷山由子

を聞き手に福島の農家の方のお

話を聞く会を「ふくしまオルガ

ン堂下北沢」で開催した。会場

は満員。福島の有機野菜をふん

だんに使ったランチが出され、

参加者の舌を楽しませた。

「田んぼと桑畑が一面に広が

る、これが私たちのふるさと風

景です。田舎が嫌で東京へ出て

いたんですけど、結局は住む場

所ではないと感じて戻ってきま

した」

そう話すのは NPO 法人ゆう

きの里東和ふるさとづくり協議会理事であり、農家でもある菅
す げ の

野

正
せ い じ

寿さんだ。ふるさとの風景を残すために NPO を立ち上げ、農

業や地域活動にも取り組まれてきた。

そこで起きた原発事故。「ちょうど里山を再生する事業を始め

ようと思っていた矢先でした。ここでは里山の山菜類が地域の食

を支え、落ち葉を堆肥に利用してきたんです。でも、農作物から

次々に高い数値の放射能が検出されました。わたしたちの里山も

田畑も桑畑もことごとく汚れてしまった。その時の悔しさと怒り

といったら…、言葉にならないです」

「出荷制限などが出される中で、作付をしていいか不安でした。

東京電力本社に抗議活動にも行きました。そこには出荷制限のあ

とに自ら命を断った有機農家の奥さんがいました。夫は原発に抗

議するために死んだ…その言葉を聞いて涙が止まりませんでし

た。そして決意したんです。津波で被災された方々の無念と避難

して農業ができない農民の苦渋を思い、種をまこうと」

「私たち農民は米や野菜だけを作っているのではない。里山が

あって田んぼがあって、トンボが飛んでいるというようなその風

景を作ってきたのは農民なんですよ。ここから逃げるべきだ、と

いう意見もありますが、ここに人がいなくなったら、誰が福島を

再生するのか。原発を受け入れたのは我々の世代なんです。だか

らこの土地を再生させるのは我々の責任なんです。脈々と続いて

きた農地を私たちの世代で絶やすことはできない」

福島で生まれ育ってきた菅野さんは都市部と地方の社会のあり

方にも疑問を投げかけた。「戦後、福島は高度経済成長期のなか

で都市部への食料と労働力の一大供給地になりました。高速道路、

高層ビル、新幹線に労働力を奪われ、冷害と減反に苦しみ、『商品』

として買い叩かれた。そういう場所に原発が立地されました。そ

してその電力は福島県ではまったく使われていなかった。原発事

故をきっかけにこの社会の構造を見直していかなければならない

と思います。放射能の問題は福島だけでは解決できません。福島

と都市をもっと深くつなげて、多くの人に考えてもらいたい」

「私たちが逃げたら、誰が福島を再生するのか」

特
定
の
集
団
へ
の
偏
見
に
囚
わ
れ
た
く
な

い
、
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側
の
人
た
ち
を
「
可

哀
想
」
だ
と
思
い
た
く
な
い
、
現
地
の
人
た

ち
の
等
身
大
の
素
顔
を
自
分
で
見
つ
け
て
日

本
に
伝
え
た
い
…
と
思
い
、
大
学
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
専
攻
す
る
契

機
と
な
っ
た
イ
ラ
ク
戦
争
か
ら
十
年
。
そ
の
後
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
一
年
留
学
し
、「
日
本
か
ら
で
き
る
こ
と
も
き
っ
と
あ

る
！
」
と
信
じ
な
が
ら
帰
国
し
て
六
年
。
平
穏
に
社
会
人
生
活
を

送
っ
て
い
た
あ
る
日
、
い
き
な
り
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
人
た
ち
に
御
徒
町
の

カ
フ
ェ
で
転
職
の
意
思
を
た
ず
ね
ら
れ
て
（
笑
）、
あ
れ
よ
あ
れ
よ

と
事
業
担
当
に
。
し
か
し
こ
こ
は
チ
ャ
ン
ス
に
感
謝
、
自
分
の
第

二
の
故
郷
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
魅
力
を
現
場
で
吸
収
し
て
目
一
杯
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
挑
戦
を
重
ね
ま
す
！

■福島オルガン堂下北沢は今年３月に
　オープンした産直カフェ。福島の
　現状を知るイベントなども頻繁に
　開催されている。京王井の頭線・
　小田急線下北沢駅から徒歩 12 分。
　電話：03-3411-7205

震災支援担当 ( 南相馬 )　白川 徹

イベント報告「福島の有機農家からお話を聞く会」



日本国際ボランティアセンター（Japan International Volunteer Center）は、1980 年 2 月、タイのバンコクで誕生した市民による国際協力団体です。JVC の活動目的は、
国際社会のなかで、社会的、精神的、物理的に困難な立場を強いられているアジアやアフリカ・中東の人びとに協力すると同時に、地球環境を守る新しい生き方と
人間関係をつくり出そうということにあります。そのため私たちは、自らの意志で JVC に参加し、活動を継続してきました。JVC はボランティアという言葉を、「自
発的意志をもって、責任ある行動をとる」という意味で団体名として使っています。

■ JVC では会員を募集しています。 ■オリエンテーション（説明会）にお越しください。
会員は総会に出席し、JVC の方針などを決定するほか、
情報・資料の入手、各種の活動・報告会・学習会等へ参加
することができます。会員の方には年 6 回この会報誌と年
次報告書をお届けします。
　　◎一般会員　10,000 円
　　◎学生会員　　5,000 円
　　◎団体会員　30,000 円
　　　 ※それぞれに正会員と賛助会員があります。
入会のお申し込み、会員の方の住所変更などは会員担
当の寺西へ。　→ s-tera@ngo-jvc.net

JVC の活動内容をご紹介しています。お気軽にご参加ください。
会場は JVC 東京事務所、参加費は無料、予約不要です。
　　◎第 1 月曜日午後 7：00 － 8：30
　　◎第 2・第 4 土曜日午後 2：00 － 3：30

■ E-mail                        ■ウェブサイト
　 info@ngo-jvc.net              http://www.ngo-jvc.net/　

※本誌の記事・写真等の無断転載・複写を禁じます。

※本誌は、日本の森の間伐材を有効利用して作られ　
　た用紙「間伐材印刷用紙」（古紙 90%、間伐材パ
　ルプ 10%）で作成しました。
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暮らし を彩る道具
LIFEWORK ITEMS

Afghanistan
95

ベッド兼ベンチ

“カト”と呼ばれるアフガニスタンのベッド兼ベンチ。ほとんどの家の庭に置いてあり、
日々の生活の中で家族やお客さんが座ったり、寝そべったりして使う。

複数の人が並んで座るときには、伝統的な慣習によって、ベッドの前側 ( 枕側、
右下枠内では右側）から順に年配の人から座る決まりになっているそうだ。

（アフガニスタン・ジャララバードにて撮影） 

会員数（8 月 8 日現在）　合計 1,135 名
　　　　　（正会員 559 名、賛助会員 576 名）


